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令和 7年度緑友会総会を開催

　令和 7年度緑友会総会が 2025(  令和 7) 年 6 月 22 日
（日）、緑友会館 1階のみどりホールで開催されました。
　同ホールは、前年度の創立 70 周年記念事業で緑友
会が中心となって食堂から多目的仕様に改修した施設
です。当日はスタッフを合わせ 55 人が参加しました。
　この日はそのホール機能を生かし、プロジェクター
や音響機器、可動舞台を用いて「観る、聴く、話す」
の体感度を高めました。
　まず、川本会長が、
「楽しい総会、元気な
卒業生の姿を通して母
校の良さを伝えよう」
とあいさつ。
　「みどりホールの整備」を中心とする記念事業など
の取り組みを含む 2024( 令和 6) 年度の事業説明があり
ました。
　また、この 3 年間「70 周年」をテコに進めてきた、
同窓会システムの導入、ホームページの整備など「緑
友会のデジタル化」の全体ストーリーを紹介。
　コロナ禍脱却と周年事業完了を受けた「同窓会活動
の活性化」、みどりホールを拠点に加えた「会員交流
事業の促進」、会報電子化移行の立案やホームページ
充実を柱とした「広報の改革」などの事業計画及び予
算案が提案され、2025(  令和 7) 年度事業計画など全議
案を原案通り可決しました。
　第 2 部では吹奏楽部の演奏や卒業生による公演が行
われました。
　また、映画監督岡田有甲（ゆうき）さん（普通科 17 期）
のあいさつと最新作「ヤマトタケル白鳥伝説」予告編
の上映が行われました。

整備されたみどりホールを活用して、緑友
会のデジタル化の概要を紹介。 

校長あいさつ

　　　　大阪府立東住吉高等学校
　　　　　　校長　　西田　恵二

　現在、国が示す学習指導要領に
おいて、育成すべき資質、能力の
要素が「知識及び技能」「思考力、
判断力、表現力等」「学びに向かう
力、人間性等」の３つの柱に整理され、かつての知識重
視の学校教育からの転換が図られています。
　本校においてもこの方針に基づき、全ての教員が日々
授業改善に努めるとともに、『二兎を狙い（1 年生）、二
兎を追い（2年生）、二兎を獲る（3年生）』の理念のもと、
勉学のみならず、多彩な行事や部活動等を通して仲間た
ちと切磋琢磨し、自らを鍛錬する文武両道を実現してい
ます。
　今、地球規模で様々な問題が生起する中にあっても、
本校の提供する学びが将来のグローバル社会をしなやか
に、また力強く生き抜く人材の育成につながることを信
じ、教職員一同、精一杯、各種教育活動に取り組んでま
いりますので、引き続き、皆様のご理解と温かいご支援
をどうぞよろしくお願い申し上げます。

令和 7年度緑友会総会閉会時の集合写真川本会長による報告

第 2部にて在校生吹奏楽部による演奏
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恩師より

　　　　　　　　　　　　1967( 昭和 42) 年 4 月東住
　　　　　　　　　　　吉高校に転勤となりました。
　　　　　　　　　　　担当授業は 12 期 2 年次、保
　　　　　　　　　　　健体育。当時の体育科は保田、
　　　　　　　　　　　岡田、室井、武田、片山先生。
　　　　　　　　　　　各先生の専門からアドバイス
　　　　　　　　　　　を戴きました。担当クラブは
ハンドボール、柔道。次年度より陸上部。
　1968( 昭和 43) 年より生徒会顧問となり、名高い体
育祭を生徒と共に携わりました。次年度より顧問代表
となり、生徒と教師集団の調整にあたった事は特別の
想い出です。当時の生徒会代表は、学校側と堂々と論
陣を張る意気軒高な人たちであふれて頼もしい存在で
した。
　最初の学級担任は 17 期生。とても
ユニークな生徒さんたちでした。卒業
後もしばしば学年会を開き、思い出話
に花を咲かせたものです。
　文化祭での想い出を 2つ。
　①クラスで仮装大会に参加する事に

なり、「わらじ」が必要と。藁を調達し、10 足程編ん
で渡しました。小学生時代の経験が役に立ちました。
　②文化祭当日、私の自宅の庭地が動くので「もぐら」
と気づき生け捕りにし、生物部に渡しましたが、いつ
の間にか死に、『もぐらの一生』の文面と共に、もぐ
らが展示されました。初めて見た「もぐら」に生徒達
はびっくりしたそうです。
　1992( 平成 4) 年 58 歳で、25 年間勤めさせていた
だいた東住吉高校を退職しました。退職後は竹細工、
書道、コーラス等に参加。素敵な人々と出会いがあり
ました。
　2020( 令和 2) 年 11 月「終の棲家」として、藤井寺
青山の「有料老人ホーム」に入居。ホームでの生活は、
毎月、知的体力的なものを含めて「レクリエーション
予定表」が渡され、自分の好みに応じて参加、楽しい
日々を送っております。ホームの職員の皆様は、優し
く接して下さり丁寧に適切に対応していただき、この
上なき幸せを感じております。
　時折ホームの屋上に出て、金剛山を眺めながら、「風
清し…」と校歌を唱えて懐かしんでおります。

根本 七郎 先生【1967( 昭和 42) 年 -1992( 平成 4) 年　保健体育】
「想う 25 年間の東住吉高校での出来事たち」
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現役の先生より 「東住吉高校で教員として過ごした 10 年間を振り返って」　　　

　三野 幸雄 先生　【2015( 平成 27) 年 -　数学】
　東住吉高校で教員として過
ごした 10 年間を振り返ると、
特に印象に残っているのは、
学年主任を務めた 66 期生と
の 3年間です。彼らの高校生
活は入学から卒業まで常に新
型コロナの影響を受け、行事
の中止や分散登校、黙食、オ
ンライン授業など制約の多い日々を強いられました。
それでも生徒たちは「今できること」に真剣に取り組
み、仲間と支え合いながら前進しました。その姿に幾
度となく胸を打たれ、卒業式の日にマスク越しに見せ
てくれた笑顔は、今も深く胸に残っています。
　現在は式典を担当する分掌を任され、入学式や卒業
式の司会を務めています。厳粛さの中にも温かみのあ
る式を目指し、言葉や進行に心を配りながら、生徒や
保護者の記憶に残る時間を演出できるよう努めていま
す。人生の節目に立ち会えることは、教員として大き
な喜びです。
　また、顧問を務めるパソコン部は、二年連続で全国

パソコン技能競技大会に出場しています。昨夏も団体
での入賞こそ逃しましたが、個人戦では作表部門で満
点を収めた生徒もおり、大きな成果となりました。限
られた時間の中で正確さとスピードが求められる競技
に挑む過程で、生徒たちは集中力と粘り強さを養い、
成長を遂げました。その姿に触れるたび、教員として
のやりがいを強く感じています。
　教育とは知識や技術を伝えるだけでなく、生徒一人
ひとりの成長を支える営みであることを改めて実感す
る日々です。挑戦を続ける生徒たちの姿から、私自身
もまた多くを学び、日々励まされています。

わら

つい すみか
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国公立大学 
大阪公立大学　　　3
大阪教育大学　　　3
京都工芸繊維大学　1(1)
奈良教育大学　　　2
和歌山大学　　　　1(2)
宮崎大学　　　　　1
岡山大学　　　　　2
滋賀大学　　　　　  (1)
群馬県立女子大学　1

私立大学
関西大学　　　　 71(8)
関西学院大学        　9(2)
同志社大学        　　5
立命館大学        　　6(5)
京都産業大学    　　5

近畿大学    　　    169(22)
龍谷大学       　 　  48(4)
摂南大学    　　    112
神戸学院大学　　　2(3)
追手門学院大学　105(3)
桃山学院大学　　  36
関西外国語大学　  19
畿央大学　　　　  65
大和大学　　　　  33(2)
大谷大学　　　　　4
大阪工業大学　　  44(5)
大阪経済大学　　  29
大阪経済法科大学　6(3)
大阪学院大学　　  28(7)
大阪国際大学　　　1
大阪産業大学　　　8
大阪商業大学               (1)
大阪大谷大学　　　7
大阪電気通信大学　1

　2025 年 4月より進路指導部長と
なりました佐伯と申します。
　本校進路指導部は “生徒の第一志
望の実現” を長年目標に掲げていま
す。自分自身で高い目標を設定し、
つまずきながらも努力する中で、高
い壁を乗り越え大きく成長して卒業
していく生徒の姿、その無限の可能
性を、私たち教員は何度も目の当たりにしてきました。
生徒には、受験勉強を通じてそのような経験をぜひさ
せたいと考えています。
　また、「よりよい社会を実現するために、自分がどの
ような角度から社会に関われるのか、どのように力を
尽くせるのか」そのような視点が、これからを生きる
生徒の進路選択には不可欠です。探究学習の中で、普
段出会わないような人との出会いの場を作ったり、世

界が抱える様々な課題に触れさせたりすることで、大
学の、その先を見据えた進路選択ができるよう、日々
指導しています。
　生徒たちの悩み、学び、成長する日々。大学、専門学校、
短大、就職とそれぞれの夢に向かって歩む生徒たちの
姿に、胸をうたれたこの１年でした。時代や入試制度
が変わっても、若者が未来を切り拓こうとする姿勢や
情熱は変わりません。
　卒業生の皆様におかれましても、様々な分野で活躍
されている方、人生の岐路に立たれている方、それぞ
れのステージで日々を歩まれていることと存じます。
どのような道を歩まれていても、この学校で培った経
験は皆様の糧となっているはずです。
　もし機会がありましたら、ぜひヒガスミにお立ち寄
りください。後輩たちに、皆様の経験や言葉を届けて
いただけますと幸いです。

　生徒の進路選択第一志望の実現にむけて

合格状況　2025(令和 7)年度　69期生・芸文 31期生・過年度生  （　）は過年度生、4月 27日現在

進路状況 進路指導部長　佐伯  宏治

大阪常磐会大学　　　1
大阪樟蔭女子大学　　3
大阪芸術大学　　　　4
同志社女子大学　　　7
武庫川女子大学　  　15(5)
四天王寺大学　　  　12(1)
帝塚山大学　　　　　4(1)
帝塚山学院大学　　  13 
羽衣国際大学　　　　1 
神戸薬科大学　　　　1 
岡山理科大学　　　　4

短期大学
近畿大学短期大学部　　　   2
関西外国語大学短期大学部   2
大阪夕陽丘大学短期大学部   1

専門学校
大阪法律公務員専門学校
放送芸術学院専門学校
大阪医療技術学園専門学校
大阪警察病院看護専門学校
日本写真映像専門学校
専門学校　ESP エンタテインメント大阪
専門学校　大阪デザイナ－・アカデミ－
専門学校　大阪ホスピタリティ・アカデミ－
大阪調理製菓専門学校
大阪医療センター附属看護学校
バンタンミュージックアカデミ－
専門学校  大阪ビジュアルア－ツ・アカデミ－
ペガサス大阪南看護学校
大阪病院附属看護専門学校
大阪医専
大阪医療福祉専門学校
大原簿記専門学校

教職員の異動 （敬称略）
転入・新規採用
八倉　良介　  教頭　　堺東高校より
須古　将史　  社会　　吹田支援学校より
池田　輝政　  数学　　狭山高校より
菅野　謙二　  数学
黒石　貴志　  理科　　新着任
中野　稜太　  保体　　登美丘高校より
平野　郷子　  音楽　　大阪府教育センター附属高校より
酒見　直子　  英語　　阪南高校より
林　　理絵　  英語　　咲くやこの花高校より
山田　明輝　  英語　　新着任

転出・退職
和田　雄樹　  教頭　　大阪府教育庁へ
鳥羽　厚史　  社会　　東大阪みらい工科高校へ
中原　哲二　  数学　　みどり清朋高校へ
中山　朝子　  音楽　　狭山高校へ
辻本　昌弘　  英語　　高津高校へ
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　　　　　　　　　　私は大学生の時に点字を学び、　
　　　　　　　　　毎日新聞社の「点字毎日」のお手伝
　　　　　　　　　いをしながら、盲学校教員を志望し
　　　　　　　　　ていました。卒業後、社会科教員と
　　　　　　　　　なって20年目にようやく盲学校（視
　　　　　　　　　覚支援学校）への赴任が叶い、その
　　　　　　　　　勤務の中で日本ライトハウスへ派遣
されて、白杖の「歩行訓練士」の資格を取得しました。
　皆様も街で白杖を使ってひとりで歩いておられる方を
見かけることがあると思います。一本の白杖によって障
害物から身を守り、白杖を操作して触れる物の感触や音
から様々な情報を受け取り、身体全体で音や温度・風そ
の他の情報を感じて、頭の中に地図（メンタルマップ）
を描き、安全に歩く方法を体得されているのです。歩行
訓練士とは、その技術等を教える専門職ですが、全国で
も数が少なく、まだまだ知られていない職種です。研修
では私もアイマスクをかけて白杖を使って街
を歩き、電車に乗る訓練を受けました。
　私が担当して長い時間をかけて練習した生
徒さんたちが、ひとりで屋外を歩けるように
なって、明るく前向きに社会参加と自立の道

「白杖の歩行訓練士として～見えない・見えにくい方々との出会い」

北から南から

を広げていかれる姿に接することは、大きな喜びでした。
重複障がいのある生徒さんの歩行指導も行いました。定
年退職後は、見えない・見えにくい人のためのガイドヘ
ルパーを育成する研修や点字の講師をしながら、大学で
視覚障がい教育の講座を担当しています。その中で多く
の当事者の方や支援者と出会い、学ばせていただいてい
ます。白杖を使用されている方は、駅や横断歩道などで
声をかけられることでより安全に外出ができます。優し
い心遣いがさらに広がればと願います。
　高校時代は、部活動や体育祭・文化祭・霧ヶ峰キャン
プなどの多彩な行事を謳歌しました。私は校歌の「真理
の窓に／栄えあり平等」「共学恒
に讃う／自由の精神」というフレ
ーズが大好きです。自由で大らか
な校風のもと、バラ園で語り合っ
た友人たち、見守ってくださった
先生方、図書室で読んだ数々の書
物が、私の人生の基礎を作ってく
れたことに感謝し、ヒガスミでの
青春の３年間を心から誇りに思っ
ています。

共生推進教室活動報告　「2025 年の共生推進教室の活動」 共生推進コーディネーター　川光  春菜
　2025（   令和７）年も共生推進教室の活動にご支援ご
協力いただき、ありがとうございました。今年度は共
生推進教室発信の行事を４つもできたことに大変うれ
しく思います。
①七夕イベント（6月 30 日～ 7月 4日）
卒業生よりご提供いただいた笹を飾りました。設置し
てすぐに生徒たちが短冊に想いを書き込んで飾ってい
ました。
②せっけんづくりワークショップ（夏休み中）
普通科の生徒たちも参加して、せっけんづくりをしま
した。作ったせっけんは例年よりも多くできましたが
文化祭での模擬店「共生電車」にて完売できました。
ありがとうございました。
③スポーツイベント（12 月 17 日）
ドッヂビーとモルックをしました。モルックはボウリ
ングに似たスポーツで老若男女問わず楽しめるスポー
ツです。またいつか一緒にできたらいいですね。
④書初め大会（1月 7日）
今年の目標を書きました。それぞれの目標に向かって
頑張りましょう！

　また、今年より本校共生推進教
室卒業生（1期生）をお招きし、
進路公演会を開くことができま
した。卒業生からは働く上で、
(1)「色んな実習先を経験して、自
分の進路を決めること」(2)「大き
な声で笑顔であいさつすること」
(3)「わからないことは聞いて、メ
モをとること」の 3つの大切なこ
とを伝えていただきました。
　今後も可能であれば継続して、卒業生より自分たち
の就職先での活躍や後輩へのアドバイスなどを聞かせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　てもらえると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　幸 い で す。共
　　　　　　　　　　　　　　　　　　生推進教室卒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　業生のみなさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　まのご活躍も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　お祈りいたし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。

七夕イベントの笹と短冊

せっけんづくりワークショップ

校歌を点字にしたもの

中野 純子　(旧姓「岡田」　普通科 21 期生 )

はくじょう

かな

おうか

つねは

たと
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芸文 TOPICS

　2025(  令和７) 年 10 月 5 日 ( 日 ) 生野区光徳寺で、桂
九寿玉さん ( 芸文科 25 期生 ) の初めての独演会が行われ
ました。
　早めに会場に入ると、正面の席
にはもう何人かのお客様が、座っ
ておられました。
　本日の演目は「牛ほめ」「元犬」
仲入り後「茶の湯」お楽しみ抽選
会という充実した内容でした。い
よいよ九寿玉さんが登場されると
満席の会場からは、期待を込めた
拍手がわき起こりました。
　落語は想像力が培われ
るので、幼い頃から自分
で考えて空想することが
好きな少年には、一番合
っていた道のようでした。
桂九雀師匠にずっと憧れていた桂九寿玉さんは、芸文
を卒業するや否や入門をされました。
　独演会が無事に終了して、見事にくす玉が割れると、
応援に駆け付けた恩師の先生や同級生のみんなで、喜
びを分かち合いました。
　独演会が終わって、今一番や
りたいことは？と尋ねると「ウ
ールの着物の洗濯がしたいです。
」という意外な答えが返って来
ました。
　あくまでも真面目でストイッ
クな九寿玉さん。夢は、九雀師
匠のような芸の域に達
して「茶の湯」の演目
を、演じたいとのこと
でした。
　どこまでも芸に真摯
に向き合っている九寿
玉さんのこれからのご活躍が楽しみです。

「桂九寿玉さん初めての独演会」
           山口 文子 (普通科 18 期生 )

桂九寿玉さん

「芸文 30 周年記念の集い」
盛大に開催！
　2025（  令和 7）年 9月 27 日 ( 土 ) に、芸能文化科（以
下「芸文」）30 周年を記念する集いが開催されました。
秋風が心地よい季節に、約 70 人の卒業生が集まり、
懐かしいひとときを過ごしました。
　現役の１年生が 34 期生となる芸文ですが、2025 年
の春に 30 期生が卒業したことを記念し、今回の開催
となりました。
　会場は、芸文 1 期生の方が経営されている「炭火焼
鳥瑞炎」で行いました。
　1 期生から 30 期生まで、残念ながら参加できなかっ
た期もありましたが、幅広い世代の卒業生が集まりま
した。
　久しぶりの再会に、あちこちで話に花が咲き、会場
は賑やかな笑顔に包まれました。
　鬼籍に入っておられる初代学科長の仲先生、また、
元講師で 2025( 令和７) 年 9 月 25 日に永眠された新野
新先生も、きっとこの賑やかな集いを天国からご覧に
なっていたことでしょう。
　参加された方々からは、「楽しい会に参加できて本当
に良かった」「芸文の持つ力や団結力を改めて感じられ
た」といった嬉しい感想が寄せられました。
　これからも卒業生として芸文を応援し続けたいとい
うお気持ちも伺え、この集いが卒業生の皆様の絆をさ
らに深める機会となったと思います。

炭火焼鳥瑞炎
大阪府大阪市北区芝田 1-15-21
TEL:06-6377-0009
https://zuienumeda.owst.jp/ 写真提供：芸能文化科

ヒガスミニュース 大会出場の部活動に激励金を手渡しました

　2025(  令和 7) 年 7 月に香川県で開催された第 49 回全
国高等学校総合文化祭に書道部の勝野桃花さんが作品を
出品することになり、2025(  令和 7) 年 6 月 4日 ( 水 ) に
校長室にて激励金を贈呈しました。

　2025(  令和 7) 年 10 月、滋賀県で開催された近畿新人
水泳競技大会に出場した水泳部の石津孝介さん、中田匡
哉さんに 2025(  令和 7) 年 10 月 22 日 ( 水 ) 校長室にて
激励金を贈呈しました。

しんし
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　2025(  令和 7) 年 11 月 15 日 ( 土 ) にチャリティーリ
レーマラソン（通称チャリマラ）が開催されました。
　生徒たちが、走ることで寄付を募り、ネパールの子
どもたちに奨学金を贈る取り組みです。駒川商店街の
協力のもと、多くの皆さんの寄付によりネパールの子
どもたちへ支援金を届けています。今年で 19 年、通
算 20 回目にあたります。
　今年は在校生に加え、ロータリークラブのメンバー
ら約20人、富田林中学校の生徒たち約30人もランナー
として参加。世代や所属を越えて支援がつながってい
く。人と人とがタスキをつなぐ。母校の新たな伝統行
事となりました。
　緑友会では、このチャ
リマラをホームカミング
デイとして同窓生の参集
を呼び掛け、パンや飲料を提供する PTA とともにエ
イドステーションを運営しています。
　昨年までの２年間は「大鍋豚汁＆いなり寿司」の提
供でしたが、今年は趣向を変え、卒業生から借りた鉄

板グリル２台を導入
して「カレースープ
＆ナン」に挑みまし
た。
　でも、生徒たちに
受け入れてもらえる
か……。しかしその心配はすぐに吹き飛びました。でっ
かい焼きたてのナンにかぶりつき、具だくさんのカ
レースープをうれしそうにすする生徒たち。あちこち
で笑顔と歓声があふれました。
　おかわりタイムには 50～60 人が一気に列を作り、
ナンを 2～3 枚まとめて手に取る生徒も続出。中には
4 枚を平らげた猛者もいて、昨年好評だった豚汁をし
のぐ人気ぶりでした。
　走った約 500 人に
加え、PTA や地域の
方々にもおすそ分け。
最終的に 650 食の提
供となりました。

ホームカミングデイ カレースープ＆ナンに挑戦。チャリティーリレーマラソンを支援

焼きたてのナン

好評だったカレースープ

クラフトワークショップ 卒業生作品展を開催
　2025(  令和 7) 年 10 月 18 日 ( 土 ) にみどりホールで
クラフトワークショップ、卒業生作品展が開催されま
した。手作りの楽しさをみんなで！そんな思いを込め
て企画した緑友会イベントに事前に申し込んだ 19 期
から 28 期のみなさんが参加されました。
　指導者は普通科 21 期の柴谷奈津子さん。
　今回は同じ絵柄の紙を切り抜き、重ねて作るシャド
　　　　　　　　　　ーボックスがテーマです。
　　　　　　　　　　　みどりホールで 13 時にスタ
　　　　　　　　　　ート。15 時までの 2 時間で完
　　　　　　　　　　成できるか？という主催者側の
心配をよそに参加の皆さんは持ち前の集中力を発揮し
細かな作業もこなして無事に完成させました。
　「難しかったけれど、楽しかった」「いい出来栄え、
完成品をプレゼントします」「また参加したい！』「解

　　　　　　　　　りやすい指導者に感謝」などのご
　　　　　　　　　意見をいただきました。
　　　　　　　　　　同時開催の「卒業生作品展」に
　　　　　　　　　は今回の指導者、柴谷奈津子さん
　　　　　　　　　作のシャドーボックスをはじめ絵
画、書道、クラフト、手芸などの作品を展示。それぞ
れの個性あふれる作品はヒガスミ卒業生の多彩な人生
の表れのようです。
　終了後、早くも次回はどんな展覧会をしようか、な
どと話はもうこの先へ…。
　緑友会では皆様が喜んで参加していただける催しを
　　　　　　　　　　　　　　　引き続き企画して参
　　　　　　　　　　　　　　　ります。より多くの
　　　　　　　　　　　　　　　卒業生の参加をお待
　　　　　　　　　　　　　　　ちしております。

卒業生作品展

ヒガスミニュース
■雨天順延後、短縮プログラムで体育祭開催
　2025(  令和 7) 年 5 月 26 日 ( 月 )、24 日から雨天順延
のうえ、曇天のもと体育祭が行われました。安全点検
のため開始を遅らせ、午前中は各団のアトラクション
と応援の披露。午後は棒引きと騎馬戦という短縮プロ
グラムで挙行となりました。短縮に反比例するように
熱のこもったパフォーマンスが繰り広げられました。
（表紙写真参照）
■文化祭に緑友会として展示＆バザーで参加
　2025(  令和 7) 年 9 月 6日（土）母校文化祭の一般公
開日、緑友会は緑友会館 1階みどりホールにて、バザー

を開催、１期から今日ま
での体育祭をはじめとす
る写真スライドショー、
みどりホール完成までの
動画上映などを実施しました。普通科 17 期の映画監督、
岡田有甲さんの最新冒険活劇「ヤマトタケル～白鳥伝説
～」で使用した人形などを展示も行いました。
■ホームカミングデイに母校で会いましょう
　緑友会では総会、体育祭、文化祭、ワークショップ、チャ
リマラをホームカミングデイと位置づけ母校参集・交流
を呼び掛けています。
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今年も同窓会続々開催   楽しい様子はホームページでご確認ください。クラス会・プチ同窓会もご投稿ください。
　今年も多くの同窓会が開催されました。緑友会は補
助金の交付のほか、同窓会を取材し、ホームページを
通じ動画・写真等でその楽しさを伝えています。
　また、同窓会を契機に開催されたクラス会やプチ同
窓会についても、投稿によりホームページに掲載して
います。

・26 期生　還暦同窓会
　2025( 令和 7) 年 5 月 3 日（土・祝）、梅田のホテルグ
ランヴィア大阪で 26 期生同窓会が開催されました。
　同窓生 177 名、恩師 3 名、総勢 180 名とコロナ禍以
降に開催された同窓会としては最大規模の会となりま
した。

・12 期生　後期高齢者突入記念同窓会
　2025( 令和 7) 年 10 月 26 日 ( 日 )、12 期生の「後期
高齢者突入記念同窓会」が大阪ミナミ・道頓堀ホテル
で開催されました。前回の還暦記念から 14 年が経過、
この間にコロナ禍でやむなく順延されこの日を迎えま
した。
　ユニークなモニュメントを目印に 56 名が集合し、来
賓の横山先生と楽しい時間を過ごしました。

・27 期生　還暦同窓会
　2025( 令和 7) 年 11月 2日 (日 )、会場となった都シティ
ホテル天王寺には、118 名の同窓生と、3 名の恩師の先
生方が集結。今回はフランス、カナダ、タイと海外から
も同窓生が帰国しており、再会の喜びが会場の外まであ
ふれだす、そんな幕開けでした。
　東住吉高校を卒業して 42 年。人生の節目「還暦」と
いう特別なタイミングで、私たち 27 期は再びひとつに
なりました。

69 期生 ( 芸能文化科 31 期生 ) 同窓会委員
　　　　　　　　　　　　　　( クラス幹事と学年幹事○)
1 組 　  神山　天真 　　　
2組 　  大西　    椛　　  　
3 組 　  大島　    健　　  　
4 組 　  笠木　時生 　　　  
5 組 　  岡田　大輝　　　  
6 組 　  春山　翔太朗　　  
7 組   ○福永　惺太 　　　 
8 組  　  ○西川　　凛　  

・39 期生同窓会
　2025( 令和 7) 年 12 月 28 日（日）大阪阿倍野、アポ
ロビル 9 階「楓林閣」阿倍野店で 39 期生同窓会が開催
されました。当日は同窓生 76 名が参集しました。

・67 期生（芸文 29 期生）同窓会　20 歳の集い
　2026( 令和 8) 年 3 月 28 日（水）心斎橋セントグレー
スヴィラで 67 期生（芸文 29 期生）同窓会 20 歳の集い
が開催されました。同窓生 129 名、恩師 3 名が参加し
て活気あふれる盛大な会となりました。

同窓会の様子はホームぺージから確認できます
　東住吉高校緑友会ホームページでは、同
窓会の様子をレポート記事や写真で伝えて
います。また、一部同窓会では動画で様子
を確認することができます。ぜひ、ご確認ください。
https://ryokuyukai.club/category/dousoukai/
東住吉高校緑友会公式 YouTube で
                                       直接動画をご覧いただけます
　　　　　　動画は YouTube の公式チャンネルから
　　　　　直接ご覧いただくことも可能です。
　　　　　　チャンネル登録をお願いします。

髙井    　柚
長井　晋汰
黒田　多喜
吹本　　心
穴口　芽衣
柴垣　琴葉
百瀬　未紬
瀬戸口　朔哉
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　リニューアルした食堂をぜひご覧ください。多目的な用途
に用いられ、名称も「みどりホール」と名付けられました。

日　時　2026( 令和 8) 年 6 月 21 日 ( 日 )
　　　　13 時 00 分開始（受付 12 時 30 分から）
会　場　東住吉高校　緑友会館 1階　みどりホール
　　　　※お車での来校はご遠慮ください
　　　　※会場および周辺では終日喫煙できません

第 1部　総会　(13 時 00 分～ )
議　題　①2025 年度事業報告 / ②2025 年度決算報告
　　　　③2025 年度監査報告 / ④2026 年度事業計画案
　　　　⑤2026 年度予算案

第 2部　(15 時 00 分～ )
　クラシックギタリスト　松岡  滋　氏（普通科 25 期生）
をお招きし、クラシックギターの演奏、アンサンブルを交
えてのミニコンサートを開催します。
　このほか、昨年から今年に開催された同窓会の模様を紹
介し、これから開催をお考えの幹事さんたちへ広報委員が
解説します。第 2部ではお茶菓子、コーヒー、ジュース、
お茶などを準備してお待ちしております。
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ギタリスト松岡 滋 氏（普通科 25 期）プロフィール
1963 年大阪府出身。大阪府立東住吉
高校、関西外国語大学卒業後フランス
・ジョワンヴィル市立音楽院に留学し
ロベルト・アウセル氏に師事。1992
年同校優等ディプロムを取得。帰国
後全国各地で演奏活動を行っている。
第 4回山陰ギターコンクール第 1位。
第 16 回読売新聞社主催日本ギターコ
ンクール 3位。
2019 年リリースの CD「そよ風の中、
自転車に乗って」はレコード芸術誌で『準特選』に選出。
演奏活動の一方で作曲家としての活動も多く、ギターを
中心とした室内楽曲を多数作曲。中でも現代ギター社か
ら出版されているギター四重奏のための「風のサンバ」
(GG587)、ギター合奏のための「陽の光のロンド」
(GG639) は国内外で広く演奏されている。

■趣味のワークショップ
　楽しく水彩画「季節の絵はがき」
日　　時　2026( 令和 8) 年 10 月 18 日 ( 日 )
　　　　　13 時 00 分～ 15 時 00 分
場　　所　みどりホール（緑友会館 1階）
参加人数　10 名 ( 先着順 )
材  料  費　2,000 円
講　　師　寺田　正秀
　　　　( 普通科 10 期生 )

問い合わせ・申し込み
　受付は 9月 16 日 ( 水 ) までに事務局にメールま
たはお電話をください。
　はがきカードに水彩画で季節の題材を描きましょ
う。講師は以前に東住吉高等学校の四季の水彩画
絵はがきを作成していただいた寺田　正秀さん。
柔和な語り口で優しく導いてくれることでしょう。

広報委員募集中
　緑友会の広報にご協力いただける方を募集しています。企画・
取材・紙面編集・Webデザイン・動画編集だけでなく、校正や
モニターでのご参加も大歓迎です。あなたのできることでご協
力ください。お申し込みはメール・電話にて受け付けております。


